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第60回新聞大会記念PR特集「日本の真ん中から ありがとう」
信濃毎日新聞社 広告局

広告主───アサヒビール、アステラス製薬、キッコーマン、ミズノ、
御園座など30社

掲載状況──2007年10月16日付別刷り特集32ページカラー
広告活動──全国主要地方新聞社で構成するメディアネットワーク

「47CLUB」と連動し、各地の名産品の読者プレゼントを
実施

企画・制作 ─信濃毎日新聞社広告局
扱い────電通

◉

◉
◉

◉
◉

企画の概要と選定理由
長野県と46都道府県を結び付ける人物、食、自然や歴史など、深い縁を地
元色豊かに紹介することで、長野県の魅力を掘り起こした大型企画。新聞
の媒体特性を生かし、信州が本州のほぼ真ん中に位置し、人やモノ、情報
が行き交う交差点であったことをダブルフロント面とセンター面を使い
表現した。また、「47CLUB」とも展開を連動させ、幅広い広告主の賛同を
得た。斬新なアイデアと紙面構成で多くの読者の共感を得るなど、新聞の
価値をあらためて示した。

◉
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400文字のメッセージ。〜子どもたちの未来へ─。〜
新潟日報社 広告事業本部

広告主───東北電力、新潟トヨペット、上越教育大学など
15社

掲載状況──2007年11月17日付別刷り特集16ページカラー
広告活動──紙面掲載のみ
企画────新潟日報社広告事業本部
制作────エイディー・ランド

企画の概要と選定理由
新潟日報創刊 65 周年の節目に、未来を生きる子どもたちに向け
て、大人が「本当に大切なこと」を伝える特集企画。絵本作家・佐
野洋子氏や地元で活躍する大人たち、広告主企業から、「家族の
きずな」などをテーマに心の通ったメッセージを寄せてもらい、
「家族の日」の前日に掲載した。400字詰め原稿用紙に記された直
筆メッセージをメーンビジュアルに据え、言葉の持つ力、直筆の
温かさを表現したほか、地域とのつながりを全面に出すなど新
聞の持つ社会性を生かした広告展開で、保護者や学校関係者か
らも好評を得た。

◉

◉
◉
◉
◉

◉
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「しばし京都人」プロジェクト
京都新聞社（京都新聞COM）広告局

広告主───近畿日本ツーリスト
掲載状況──2007年9月23日から2008年1月1日まで、2

連版全 30段× 1回、全 15段× 3回を掲載。シ
リーズ継続中。すべてカラー

広告活動──雑誌『GOLDEN min.』、『大人のウォーカー
TRAVEL』、近畿日本ツーリストのパンフレッ
トなどに紹介

企画────京都新聞COM事業局、同広告局
制作────京都新聞COM広告局

企画の概要と選定理由
地元・京都の文化や魅力を多角的に検証する事業を広報するこ
とで、地域の活性化に結び付けた意欲的なキャンペーン。2連版
を縦に使い、上質感と高級感あふれるデザイン性の高いクリエ
ーティブな紙面で、日常の「暮らし」を豊かに味わえる長期滞在
型の観光プランなど、本物の京都の姿を紹介した。旅行会社や
地元の支援組織などとの連携により京都内外から高い関心が寄
せられ、プロジェクトの認知拡大や文化振興に成功するなど、新
聞広告の新たな可能性を示した。

◉
◉

◉

◉
◉

◉
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次世代へのメッセージ〜今、私たちにできること〜
神戸新聞社　広告局

広告主───G8環境こどもサミットなど24社
掲載状況──2008年2月11日から5月25日まで、別刷り特集（24ペ

ージ＋ 12ページ）、全 15段× 15本を掲載。シリーズ継
続中。カラーとモノクロ

広告活動──エコバッグに社名を掲出
企画────神戸新聞社広告局、電通
制作────神戸新聞マーケティングセンター、base
扱い────電通、電通関西支社、電通西日本神戸支社

◉
◉

◉
◉
◉
◉

企画の概要と選定理由
神戸新聞創刊 110 周年を機に地元・神戸から環境問題への意識啓発を発
信したシリーズ企画。兵庫の県鳥であるコウノトリを表面に配したラッピ
ング広告で読者の興味を喚起し、具体的な環境への取り組みを発信する
とともに、絶滅動物をモチーフにしたエコバッグを配布するなど立体的な
展開を図った。新聞社として「カーボンオフセット」を採用した画期的な
手法は新規性があり、広告主からも大きな関心が寄せられるなど、新聞広
告の特性を再認識させた。

◉
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第56回全日本広告連盟熊本大会開催記念特集「響きあう」
熊本日日新聞社　広告局

広告主───再春館製薬所、肥後銀行、サントリー、南九州コカ・コー
ラボトリング、鶴屋百貨店、味の素、第一三共、高橋酒
造、キリンビールなど25社

掲載状況──2008年5月14日付別刷り特集24ページカラー
広告活動──紙面掲載のみ
企画・制作 ─熊本日日新聞社広告局
扱い────電通、電通九州

◉

◉
◉
◉
◉

企画の概要と選定理由
熊本市で開かれた全広連熊本大会を記念した広告特集。人々が考察し、
共鳴しあうことで現状を打破しようというメッセージを「響きあう」とい
うテーマに込めて表現した。「人と人、個人と地域、企業と地域、地域と世
界、過去と未来は、それぞれが響きあって生まれるハーモニーがある」と
いう視点に立ち、熊本の歴史や文化、資源を見つめ直し、地元の魅力を再
認識させた。社内横断的な取り組みによって効果的な配色やフォント遣
い、斬新なレイアウトを実現し、既成概念にとらわれない新聞広告の新た
なスタイルと価値を生み出した。

◉


